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b
b
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㊥
近
江
田
上
山
鋸
物
採
集
の
状
況

我
が
田
上
山
は
黄

玉
不
水
晶
長
石
雲
母
電
気
石
紋
柱
石
錫
石
狼
餓
嚇

屯
ナ

サ
イ
･L
等
扮
教
種
の
廃

物
を

ペ
グ

マ
タ
イ
･L
岩
脈
中
の

品
洞
よ
り
産
す
る
｡
之
が
褒
め
に
錬
物
採
集
の
目
的
を

以
て
登
山
せ
ら
る
～
方
が
年
々
もこ
増
加
す
る
に
反
し
､

希
望
至
澄
切
ら
れ
て
締
ら
れ
る
カ
の
多

い
の
は
甚
残
念

に
m
心
ふ
｡
成
程
砂
防
工
事
が
行
ほ
れ
て
か
ら
産
出
を
減

じ
,H
る
こ
と
は
否
む
こ
亡
が
出
水
な
い
が
.
未

だ地
表

に
携
集
を
待
ち
つ
～
あ
る
鋪
物
の
多
々
あ
る
こ
亡
は
又

罫
賓
で
あ
る
P
を
の
探
各
地
ビ
方
法
を
知
悉
せ
ら
る
ゝ

方
の
少
い
こ
ど
も
基
原
凶
で
は
な
か
ら
-
か
ど
附
心
ふ
.

今
日
ま
で
は
糞
玉
石
は
下
田
上
を
ま
だ
し
其
他
の
解
物

も
同
様
で
あ
る
が
碑
に
閉
津
の
確
悶
ケ
森
の
如
き
は
英

人
の
大
規
模
の
採
集
に
よ
っ
て
樺
山
の
産
出
を
見
た
ゝ

め
世
邪
に
ま
で
英
名
を
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
し
か

し
今
後
は
下
田
上
巳
上
田
上
の
両
村
の
界
を
な
す
方
南

柁

粗

に
よ
い
物
を
産
出
す
る
桟
に
思
は
れ
る
Q
断
ち
下
田
上

よ
-
上
田
上
の
方
面
に
進
ん
で
採
集
す
れ
ば
収
猿
も
多

い
ご
恩
は
れ
る
L
t
上
田
上
方
面
は
ま
だ
採
集
.J二
手
を

つ
け
て
居
な
い
所
が
多

い
｡
採
集
す
る

には
谷
川
を
辿

rch
其
流
れ
て
ゐ
る
長
石
に
依
-
ペ
グ

マ
タ
イ
ー
岩
脈
の

所
在
を
知

-
基
中
の
晶
洞
を
費
見
す
る
が
よ
い
'
風
化

せ
る
所
は
雲
陣
又
は
長
石
等
で
'
自
-
な
れ
る
所
の
上

部
の
土
榊
を
除
き
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
を
馨
見
し
そ
の
鶴
よ

-
縦
に
走
れ
る
脈
を
求
め
最
下
部
に
｢
止
め
｣
･/J
弼
す
る

二
等
連
三
角
形
の
標
に
頗
ま
つ
LJ
所
を
さ
が
す
ご
そ
こ

め
.･

に
晶
洞
が
存
在
す
る
､
横
に
走
れ
る
も
の
又
は
下
方
に

贋
ま
ら
な
い
も
の
は
.

ペ
グ
マ
イ
タ
イ
ト
岩
脱
で
な
い

又
雲
母
が
板
状
を
な
し
て
在
る
時
は
雲
母
の
晶
洞
で
､

縦
に
走
る
時
は
大
な
る
晶
洞
が
あ
る
'
晶
洞
は
餓
捧
に

で
打
ち
表
面
を
破
る
時
は
粘
土
て
覆
は
れ
で
堀
物
は
中

心
tこ
向
て
存
在
寸
静
か
に
柔
か
_こ
棒
で
さ
ぐ
る
が
よ
い

粘
土
の
L
J
め
に
存
在
を
認
め
が
た
-
.
た
め
に
業
晶
を

破
損
し
や
す
い
'
地
中
に
あ
-
で
は
非
常
に
も
ろ
い
か

ら
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
.
又
水
晶
､
長
石
蓑
玉
石

の
晶
洞
で
あ
る
や
否
や
は
そ
の
長
石
､
望
呼
の
色
.
求

T八七

七
五



弛

球

晶
の
結
晶
等
で
,大
鶴
に
知
れ
る
も
の
で
あ
る
､
又
を
の

土
壌
に
よ
っ
て
良
肇
が
し
れ
る
'
餓
分
の
M多
い
所
は
産

出
も
少
-
良
質
の
も
の
が
ゆ
い
う
晶
洞
の
大
な
る
も
の

は
華
山ハ
尺
に
連
す
る
こ
.,J
あ
ゎ
｡

抹
鶴
時
期
､
雨
後

二
二
音

は
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
の
健
児

容
易
で
光
孤
反
射
又
崩
-
､
冬
季
は
上
部
繋
融
の
た
め

資
見
容
易
で
あ
る
.
昨
年
は
多
雨
の
た
め
少
か
ら
す
産

出
せ
-
J
(中
山
於
〕

画
別
府
の
暁
湯

大
分
耀
速
見
耶
伊
賂
初
治
氏
が
血
の

油
地
獄
附
泥
の
漁

泉
批
難
中
大
正
十
二
q
T

f
月
六
円

1･.･
d

午
後
三
時
頃
洗
さ
十
八
閣
僚
を
掘
下
げ
た
際
膏
挫
･/｣共

に
地
上
七
入
間
の
高
さ
に
熟
視
噴
出
し
引
頂
き
猛
烈
な

勢

で
噴

出
を
頂

け
た

｡
(十
二
年
二

月
九
日
)

⑨
冨

山

朋
の
山

崩

富
山
願
西
砺
波
郡
茄
.位
相
宇
山
蛎

谷
地
内

的

二
的
坪

の
土

地
は
大
正
十
二
年
十

二

月
二
十

四

日
午
後

三

時

寧

噴

7

大

音
響

ビ

共

に
階

捜

し

家

屋

三

月
電
杜
官
本
共
に
陪
淀
し
た
..
此
よ
･i,
発
き
二
十
四
日

午
後

容
岬

頃
五
位
山
叫潤
に
突
然
大
嶋

勃

起

-
約

叫
時

間
に
振
っ
て
物
凄
-鳴
-
戯

け

で
層

た

後

大

震
勧

ビ

共

に
俄
然
土
地
の
大
惜
路
が
適
っ
た
の
で
あ
る
､
被
害
場

節

!
懸

第
二
批

小犬

僧
来

所
は
欄
間
p
今

晋
閥
線
路
の
上
部
の
上
部
五
位
山
村
蛎

谷
附
近
で
'
建

艶
物
の
波
音
は
二
十

一
月
の
部
落
中
完

全
な
も
の
は
四
月
で
他
は
全
部
倒
壊
又
は
竿
捜
し
た
.

雨
間
や
清
間
膜
迫
は
約
八
十
問
に
亙
土

間
以
上
昭
浸

嗣
壊
し
交
通
杜
絶
し
た
'
陥
落
地
糖
は
五
位
山
村
字
栃

谷
に
於
て
凹
地

〓
={
五
千
坪
.
盤
地
二
千
坪
又
び
五
位

山
山
頂
甘
坤
'
山
麓
官
八
十
坪
で
こ
れ
が
璃
め
山
麓
の

田
地
は
約
六
官
歩
埋
没
L
p
階
段
地

恕
中
心
ĴJ
L
で
は

数
十
町
に
亙
-
縦
横
に
≡
寸
乃
至

叫
尺
の
瓶
梨
一軒
生
じ

各
所
に
断
層
を
投
じ
た
､
隅
港
の
深
度
は
入
間
乃
至
三

十
閏
で
あ
っ
た
が
二
十
五
日
午
前
十
時
頃
に
至
り
兼
に

1
尺
飴
陪
蕗
の
深
度
を
増
し
井
戸
水
が
急
に
渦
渦
し
始

め
た
p
同
地
は
今
よ
-
十
七
八
年
前
に
も
四
十
年
前
に

も
崩
壊
の
あ
っ
た
場
所
で
今
回
の
山
桐
は
地
膚
の
砂
利

暦

へ
連
日
の
耐
水
が
浸
入
し
た
兼
で
あ
る
三
吉
ふ
｡

(十
二
年
十
二
月
廿
末
日
)

㊥
南
洋
の
燐
礁

南
洋
の
燐
磯
は
現
在
南
洋
臆
に
て
捉

廃

し
之
を
民
間
に
排
下
げ
て
居
る
が
.
大
正
四
年
猫
逸

南
洋
燐
磯
株
式
骨
融
か
ら
響
備
艦
隊
が
引
布
け
て
六
年

ふ
瓜
ま
で
に
六
千
四
百
苗
境
を
噸
平
均
療
拾
図
九
拍
四
壁



で
､
大
倉
､
多
木
､
島
'大
日
本
肥
料
､
日
本
化
撃
ー大

阪
化
塾
等
に
沸
下
げ
'
次
で
沸
下
げ
方
法
を
ア
ン
ガ
ウ

ル

島
傭
披

/̂J
し
て
か
ら
大
正
十
二
年
ま
で
に
三
十
九
寓

二

千
噸
.
七
甘
甘
党
甫
園
の
抑
下
げ
を
な
し
た
､
而
し

て
南
洋
の
燐
煤
は
ア
ン
ガ
タ
ル
島
が
蓬
た
る
も
の
で
あ

る
が
同
島
の
哩
減
量
は

7
九

〇
三
年
の
費
見
常
時
に
は

二
官
五
十
市
境

･fJ
挿
せ
ら
れ
瑚
領
時
代
に
二
十
常
噸
p

日
本
領
ど
な
つ
て
か
ら
四
十

二
常
八
千
境
を
操
掘
し
た

か
ら
現
在
の
埋
減
患
百
八
十
七
苗
噸
ビ
見
積
ら
れ
る
｡

(十
二
年
十
二
月
二
十
先
日
)

@
海

事

四

則

閃
光
西
洋
航
海
の
時
間

来
観
政
府
船
舶
局
の
世
界
最

大
汽
船

レ
ダ
イ
ア
ザ

ソ
漉
(五
六

〇
〇
〇
噸
)
は
釦
育

シ

ム

ル
ブ
ー
ル
間
を
五
日
七
時
間
二
十
分
で
姉
破
し
キ
ユ

ナ

ー
ド
食
酢
の
義

-
レ
ク
エ
ア
既
の
.有
す
る
五
日
七
時

間
三
十
三
分
ビ
い
ふ
記
雄
を
破
っ
た
｡

(十
二
年
十

i
月
廿
九
日
)

問
支
那
ぜ
聯
絡
航
海
開
始

青
島
阪

紳

聞

e
定

期

航
路

は
現
在
郵
轍
p
商
酔
'
原
田
汽
醇
の
三
動
で
運
航
し
て

細

取

居
る
が
看
三
政
で
は
今
回
支
那
内
地
旅
行
者
の
溜
め
聯

絡
愉
達
の
計
測
を
凍
て
.
餓
遮
省
及
び
中
華
民
国
固
有

餓
道
常
局
ビ
交
渉
成
漉
し
た
の
で
本
年

叫
月

山
日
よ
-

策
客
及
び
手
荷
物
の
聯
絡
切
符
を
三
融
で
駿
東
す

る
.

〔十
二
年
十
二
月
十
九
日
)

拘
米
国
の
世
界
周
遊
航
路

桑
港
に
本

社

&
.有
す

る
米

閣

下
.I,,
-

-
｡
ダ
ラ
ー

汽
船
愈
融
は

最
近
世
界
周
遊
航

路
を
開

始
す
る
に
決
し
'

本

年

二
月
二
日
か
ら
二
週

間
に

1
回
就
航
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
同
航
路
は

桑
港
を
起
鮎
･,J
L
.
ホ
ノ
ル
ル
､
横
潰
､
紳
LE;

土
軸

香

港

'

臓

摘

粒

'
新
嘉

岐
'

彼

南
.

舌

倫
伸

.

ス
ふ
ズ

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
'
ア
レ
キ
サ

ン
ド

リ
ア
'
ネ
ー
ブ
ル
ス

ゼ
ネ
王

将
耳
塞
.

ガ
ス
･L
y
t
鵡
育
p
.,t
ル
ポ
ア
.

ハ
バ
ナ
p

パ
ナ

マ
を
経
て
六
十
日
目
に
桑
港

に
蹄
着
す

る
も
の
で
あ
る
が
神
戸
以
西
北
支
那
巡
遊
の
陸
路
切
符

を
僚
行
し
ス
エ
ズ
で
損
及
の
古
跡
遊
覧
切
符
を
費
行
す

る
P
同
汽
船
魯
融
で
は
之
が
た
め
船
舶
院
の
汽
船

'1
ク

ツ
ソ
耽
以
下
プ
レ
,7,.,ア
ン
ト
級

(重
量
噸

〓
些
二
千
噸

級
)
旅
客
船
七
隻
を
購
入
し
準
備

に
着
手
し
て
居

る
O

各
醇
の
平
均
速
度
は
十
五
節
で
あ
る
｡
欧
洲
航
路
胎
は

】
八

九

七
七



地

球

エ
ム
エ

ム
の
偉
良
冊
を
以
て
し
て
も
十
五
節
を

円
で

す
p
郵
船
の
如
き
十
二
所

寧
で
あ
る
か
ら
自
然
塵
泊
盲

伶
詰
襟
-
さ
れ
る
で
あ
ら
う
p第

!
贈

プ
レ
シ
デ
ソ
ー
｡

ハリ
ソ
ン
蛇
は

7
月
五
日
午
後
Lg:陣
鼻
緒
を
出
帆

二
十

弄
H
神
戸
入
港
の
事
に
な
っ
て
居

る
が
袋
客
船
の
定
期

耽
邪

叫
周
船
路
は
之
を
以
て
唱
矢
ビ
す
る
｡

(十
二
年
十
一.月
廿
六
日
別
冊
E3)

仲
巴
賓
馬
鹿
過
般

叫
九
二
二
年
七
月
よ
-

1
九
二
三

年
五
月
に
至
る
十

7
箇
月
問
の
巴
余
掲
運
河
通
過
植
並

に
浦
遇
薫
物
は
運
河
開
通
以
来
の
敢
高
額
空

不
し
て
居

る
が
之
れ
Ttq･J数
字
に
し
て
示
せ
ば
左
の
加
-
で
あ
る

J九
二
羽.咋

7九
二
へ年

7
九
`
七
年

7九
二
<
年

7
九
4'九
年

7九
二
〇
年

i九
二
仙年

1
九
三
｣年

-

三
年

(班

)

⑩
北
極
撰
検
討
劃

7
0
七
二
丑

七
六
〇

7
八
〇
六

二
〇
六
八

二
〇
二
八

二
四
七
八

四
九
二
六
〇
〇
〇
噸

三
〇
六
三
〇
〇
〇

七
〇
八
三
〇
〇
〇

七
璽
二
三
J
O
〇

六
九
州
六
C
O
〇

九
三
七
四
〇
日
○

二
八
九
二

二

五
九
九
〇
〇

〇

二
至
二
六

l
〇
八
八
川
0
0
〇

三
五
五
〇

7
七
四
六
八
C
O
O

(十
二
年
八
月
廿
八
日
)

来
園
毎
緊
卿
デ
ソ
'.LJ
I
氏
は

1
九

二
四
年
夏
杏
弾
即
飛
行
隊
を
し
て
北
極
を
控
除
せ
し
む

野

各

節
二
枇

恐

洩
八

る
典
酷
的
方
案
が
作
成
せ
ら

れ

t
.ビ
畢
表

し
た
.
此
携

槍
に
於
で
は
欧
洲
よ
-
日
稀
に
向
ふ
北
極
槽
副
航
牢
路

設
定
の
能
否
を
洗
足
す
る
こ
と
が
其
S
目
的
の

｢
で
あ

る
が
､
油
田
事
件
で
デ
ン
ビ
ー
氏
は
最
近
に
僻
職
し
た

故
に
こ
の
計
測
は
い
か
に
な
る
で
あ
ら
う
か
｡

(十
二
年
工
山月
光
臼
)

㊨
楽
団
鍋
底
額

.
釆
幽
地
貿
調
査
局
の
調
査
に
よ
れ
ば

大
正
十
二
年
中
の
来
園
粗
銅
生
産
高
は
十
四
億
七
千
七

育
苗
封
度
で
前
年
度
よ
-
五
億
二
千
七
育
苗
封
皮
の
増

加
牽
ホ
し
た
.
又
来
観
鹿
及
外
囲
塵
御
よ
-
粍
燃
し
た

精
魂
銅
箱
は
廿

1
億
千
八
着
繭
封
度
で
之

も
前
年
度
よ

rJl
七
億
五
千
九
患
掲
封
度
の
増
加
で
あ
る
P
僻
事
製
鋼

の
蕪
産
高
は

叫
億
三
千
試
射
皮
で
前
年
度

Ll,-
7
千
六

雷
蔵
封
度

の減
少
壁

不
し
た
｡
(十
三
竺

月
八
色

㊥
米
国
移
民
制
限

果
樹
新
移
民
法
案
は
各
班
移
民
数

を

7
八
九

〇
年
米
園
内
に
層
位

>
rる
各
組
民
人
口
の
百

分

二
に
限
晃
せ
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